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地域住民の安全・安心な生活を支えるためには、
介護・福祉施設や在宅領域で活躍している看護職が

診療所や病院・行政機関などと連携し、より良い看護を提供していくことが大切です。
暮らしの場で働く看護職の取り組みや課題を共有し、一緒に活動しましょう。

あなたの入会をお待ちしています。

保険加入で安心して
業務を行えます

さまざまな事業で、皆さまをサポートします

資料請求・お問合せ先

看護職のあなたへ介護・福祉・在宅領域で働く

現在、県の看護師職能委員会Ⅱの委員長を務めて4年目になります。先
輩方から受け継ぎ、後輩へ引き継ぐことで看護の歴史がつくられていま
す。今の教育環境や労働環境は、一晩でできたものではありません。介
護施設や在宅でのチーム医療・ケアのキーパーソンとしての地位を築く
ため、仲間になって手をつなぎ、心をひとつにして輪になりましょう。現
場の声を届ける第一歩は、会員になることから始まると思います。

現場の声を届ける
第一歩です

緩和ケア認定看護師として外来や訪問看護などで活動しています。
入会して、国の看護政策の動向や職能の活動状況を知り、個人では
困難な活動を職能団体として行っていることが理解できました。
また、質向上のための教育とサポートがあり、文献検索なども利用で
きます。日本看護協会だけでなく、県の看護協会でも地域の状況や
ニーズを踏まえて事業を展開し、情報発信をしてくれるので、自分が
すべきことの手掛かりとなっています。

自分がすべきことの
ヒントをもらえます

訪問看護ステーション 管理者　T・Tさん

医療法人 人材開発部 部長 J・Mさん

クリニック 緩和ケア認定看護師 H・Tさん
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看護師職能委員会Ⅱは歴史が浅いですが、この領域への期待はますま
す高まっています。入会により、同じ職域の仲間が増えることで協働意
識が高まり、より働きやすく、やりがいのある職場になるでしょう。また、
学術集会や各都道府県看護協会主催の研修会などへの参加で新た
な発見や知識・刺激が得られ、自己研さんや実践に役立てられるなど、
充実した学びの良い機会にもなります。会員なら加入できる看護職賠
償責任保険は、大きな補償があるため、安心して業務を行えます。

日本看護協会では、看護師職能委員会Ⅱの運営や、介護・福祉・在宅領域の
現場へのヒアリング・調査などを通じて、皆さまの声を集め、課題解決のため
の事業や国への政策提言を行っています。
●訪問看護師倍増策の推進
　（事業所の連携、大規模化や人材確保に向けた取り組みなど）

●介護・福祉・在宅領域で働く看護職の質の確保と向上
　（研修実施、教育プログラムの作成・普及、教育体制に関する状況把握など）


